
高さ調整

▲0％

今回見直し水準

▲2.49％

▲4.78％

　追加給付

　（保護費）

H25改定当時水準

平成25年生活扶助基準改定に関する
最高裁判決を受けての生活保護費等の追加給付

□予算額 226,292千円
□財源区分 国庫補助/一般財源

１ 裁判の内容と経緯

生活保護基準額は、専門家により構成された厚生労働省の社会保障審議会生活保護基準部会において評価・検証され、部会の報告
を受けた厚生労働大臣が５年毎に新たな基準額を決めることになっているが、平成25年の改定においては、当時の物価下落を踏ま
え、デフレ調整として厚生労働省が独自の指数を用いて基準額を改定した。

この改定を不服として全国各地で訴訟（31件）が起こされ、令和７年６月27日に最高裁において、大阪・愛知の２件の訴訟につい
てデフレ調整に係る厚生労働大臣の判断過程と手続きには過誤・欠落があり、当時の保護変更決定処分を取り消す内容の判決が言
い渡された。

裁判の内容

最高裁判決
への対応

厚生労働省は最高裁の判決を受け、社会保障審議会生活保護基準部会の下に「最高裁判決への
対応に関する専門委員会」を設置し、審議の結果、原告・原告以外を区別せず新たな水準で一
律に保護費を追加給付することと決定。

２ 給付対象世帯

平成25年８月以降の期間において生活保護を受給していた世帯 約3,000世帯

（保護停止・廃止世帯、支援給付世帯も含む）

見直し後の水準

３ 給付スケジュール ４ 予算見込み
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郡山市の生活保護等の状況について

①世帯類型別被保護世帯数（年度平均）

母子

世帯数 人員 保護率 単身 2人以上 計 世帯 単身 2人以上 計 単身 2人以上 計

R03 2,784 3,343 1.02 1,381 90 1,471 89 378 39 417 277 44 321 483

R04 2,803 3,345 1.03 1,401 93 1,494 88 359 32 391 289 41 330 498

R05 2,822 3,364 1.05 1,411 97 1,508 90 361 34 395 288 34 322 505

R06 2,876 3,403 1.07 1,442 92 1,534 90 370 29 399 302 32 334 517

R07 2,959 3,475 1.10 1,487 94 1,581 96 398 24 422 317 32 349 509

(※1)保護率の単位は％（パーセント）

(※2)世帯別内訳に停止世帯は含まない

(※3)R07は令和7年12月31日現在

②生活保護費の推移 （単位：千円） ③扶助費別内訳 （単位：千円）

対前年比

R04 100.2

R05 103.3

R06 105.1

R07 101.3

R08 100.6

※R07は見込額。R08は予算額（最高裁判決に係る追加給付を除く。）

※1%未満は非表示

※R06決算額（施設事務費を除く）

中国残留邦人等に対する支援給付

支援給付費の推移 （単位：千円）

世帯 人員

R04 15 22

R05 15 22

R06 15 22

R07 14 18

R08 - -

資料２

保護の状況 高齢者 障害者 傷病者
その他

生活保護

決算額 増減額 生活扶助 1,572,081

4,813,511 ▲　124,264 住宅扶助 854,386

4,973,095 159,584 教育扶助 14,386

5,224,368 251,273 介護扶助 208,479

5,293,638 69,270 医療扶助 2,404,461

5,323,600 29,962 出産扶助 720

生業扶助 6,304

葬祭扶助 9,072

-

決算額 うち配偶者支援金

58,393 2

38,639 2

41,758

(※1)世帯数・人員は各年度とも3月31日現在
　　 (R07は令和7年12月31日現在）
(※2)R07は見込額。R08は予算額。
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